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報道関係者各位 
 

新システム開発標準ＩＮＤＥＳＴＡ（インデスタ）を導入 

～質の高いシステム開発を目指し、開発標準を刷新～ 

 

ＡＧＳ株式会社（本社：さいたま市浦和区、代表取締役社長：石井進、以下、当社）は、2017 年 7

月より、システム開発における品質・生産性の更なる向上を目指し、新しい開発標準（※)「ＩＮＤＥ

ＳＴＡ」を構築・導入いたしましたのでお知らせします。 

※ 開発標準とは、システム開発を行う際の作業を体系化したものをいいます。 

 

１．導入の背景 

当社の旧開発標準は適用から 10 年以上経過しており、世の中のＩＣＴ技術の進歩に伴うシステ

ムの複雑化・お客様ニーズの多様化にスピーディーに対応することが難しくなってきました。ま

た、品質管理を強化し更なる生産性の向上を目指す必要性がでてきたことから新開発標準の導入

に至りました。新開発標準を導入することに伴い、昨今の「働き方改革」といった社員の働き方

の変革に貢献していくことが可能となります。 

 

２．「ＩＮＤＥＳＴＡ」の導入目的 

（１）作業体系の確立 

   「ＩＮＤＥＳＴＡ」ではシステム開発作業を「アプリケーション開発」・「システム基盤構

築」・「プロジェクトマネジメント」の３つの作業体系としてとりまとめています。それぞれ

の体系ごとに行うべき作業を詳細に定義するとともに、成果物となるドキュメントについて

記載要領やサンプルを整備することにより全社で記載レベルを統一していきます。 

これらの取組みにより、システム開発における更なる品質の向上や生産性向上を追求して

まいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）システム基盤構築力の強化 

   当社では昨今サーバー更改やネットワーク構築といったオープン系システム基盤構築の需

要が高まってきております。高品質、高生産性を実現していくためにはシステム基盤構築に

おける作業体系の確立が重要であることから、これまでの作業手順やドキュメント体系の見

直しを行い、システム基盤構築力の強化を図ります。 

【ＩＮＤＥＳＴＡの構成】 
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 （３）品質管理の強化 

   当社ではこれまで品質保証部門にて各プロジェクトの品質分析を実施し結果を還元、プロ

ジェクトにて改善活動を行うことで品質向上を図ってきました。しかし、常に品質を維持し

ながら開発を進めるためには工程（分析、テスト等）完了ごとに品質分析を行い、改善の実

施が不可欠なことから、「ＩＮＤＥＳＴＡ」の導入を機に各プロジェクトで品質分析を行える

ようガイドブックを作成しました。 

 

 （４）新しい開発スタイルへの対応 

   最新のＷＥＢ開発やマイグレーションといった新たな開発スタイルについては旧開発標準

では作業手順があわない部分があり、これらについては各プロジェクトで作業のカスタマイ

ズを行う必要がありました。今回の「ＩＮＤＥＳＴＡ」導入に伴い、作業の標準化が行われ

ることでシステム開発における品質の向上・作業の効率化を図っていくことが可能となりま

す。 

 

当社ではこれらの取組みを行うことで、更なる品質の向上を目指しシステムに対するお客様 

の満足度を上げていくことを目指してまいります。 

 

３．「ＩＮＤＥＳＴＡ」とは 

  新開発標準の正式名称は「ＡＧＳ統合開発標準」となります。馴染みやすさを追求するため、

「ＩＮＤＥＳＴＡ」と名付けました。「ＩＮＤＥＳＴＡ」は当社のシステム開発における新しい

作業体系であり、今後お客様に広くアピールしていくためにマークを制定しました。 

「ＩＮＤＥＳＴＡの概要については今後ホームページにて公開していく予定です。 

 

マークは３つの六角形で構成されており、ひとつひとつの六角形

には以下の意味を込めております。 
 
Ｑ：Quality  システムの品質向上を目指し 

Ｃ：Cost   お客様に適正な価格提供を 

Ｄ：Delivery  決められた納期で 

 
 

４．「働き方改革」の推進 

  当社では 2017 年 5 月に策定した長期経営計画において、「働き方改革」の推進をビジョンの

柱のひとつに掲げ、有休取得率の向上や残業時間の削減（※)を目指しております。 

今般の「ＩＮＤＥＳＴＡ」の導入は、システム開発における作業効率を高める効果が期待さ

れ、「働き方改革」の推進を後押しするものと考えております。 

  ※ 2021 年度末までに有休取得率 100％、所定労働時間内勤務（残業ゼロ）を目標。 
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【ＡＧＳの概要】 

名 称 ＡＧＳ株式会社（東証一部 証券コード:3648） 

代 表 者 代表取締役社長 石井 進 

所 在 地 埼玉県さいたま市浦和区針ヶ谷 4-3-25 

設 立 1971 年 7 月 

資 本 金 1,398 百万円 

主な事業 情報処理サービス、ソフトウエア開発、 

その他情報サービス、システム機器販売 

U R L http://www.ags.co.jp/ 

 

【サービス内容に関するお問い合わせ先】 

ＡＧＳ株式会社 システム統括部  （担当：秋山、市村） 

TEL. 048-825-6932   FAX.  048-825-6082 

E-mail. hinshitsu@ags.co.jp 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

ＡＧＳ株式会社 企画部 （担当：小谷野、橋本） 

TEL. 048-825-6079   FAX. 048-825-6959 

E-mail. ir.ml@ags.co.jp 

 

※本リリースに掲載されている商品・サービスの価格、仕様、その他の情報は、発表時点の情報で

す。その後予告なしに変更となる場合があります。 

以 上 


